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「
夕
焼
論
争
」
に
み
る
童
謡
像
の
多
様
性
の
実
相  

金 

田 

啓 

子 

 A
bstract 

The �doyo� is the song w
hich w

as intentionally created 

for children in 1918 (the seventh of Taisho), and w
as not 

accom
panied by m

elody at the first stage. From
 the latter of 

the Taisho period to the early years of the Show
a period, 

there appeared m
any w

riters of the �doyo�, and m
any prim

ary 

school teachers introduced them
 into school lessons, though 

not 
officially. 

The 
view

s 
on 

the 
�doyo� 

gradually 
got 

diversified, finally to dispute am
ong the �doyo� w

riters and 

teachers. H
ere, N

oguchi U
jo and Yokose Yau, poets alike, are 

given for exam
ple. The �doyo� teachers cam

e to break up into 

factions according to w
hich of those tw

o poets to support. 

    It 
is, 

today, 
generally 

recognized, 
that 

the 
then 

disputation w
as unproductive because their theories could not 

cross each other for discussion. From
 the view

point of the 

day, how
ever, their points at issue could be consist w

ith each 

other, though different and not fused into one, and be united 

at a higher level. B
oth points are necessary for the present 

education for children. 

    I suggest here that the points of U
jo�s and Yau�s groups 

have a com
m

on goal , judging from
 the view

point of �hum
an 

education�. W
hen they deal w

ith the �doyo�, the form
er lays 

stress on discipline and the latter on cultivation in order to 

reach the educational goal. The tw
o could be m

ore effective 

if com
bined, in the m

odern education for children. 
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第
一
章 

研
究
の
目
的
・
意
義
・
方
法 

  

「
童
謡
」
は
大
正
七
年
、
児
童
文
芸
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
創
刊
運
動
の
一

環
と
し
て
興
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
目
的
は
、
従
来
の
「
俗
悪
な
」

お
伽
噺
や
「
低
級
な
」
唱
歌
に
代
わ
っ
て
、「
芸
術
と
し
て
真
価
あ
る
童
話
と

童
謡
を
創
作
す
る
」
こ
と
に
あ
っ
た(

1)

。
以
後
、『
赤
い
鳥
』
の
後
続
雑
誌

が
続
々
と
現
れ
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
そ
れ
ら
を
中
心
に
童
話
も
童
謡
も
隆

盛
を
極
め
た
の
で
あ
る
。 

童
謡
の
方
に
着
目
し
て
み
る
と
、唱
歌
に
代
わ
る
も
の
と
は
い
う
も
の
の
、

最
初
は
詩
人
が
中
心
と
な
っ
て
運
動
を
始
め
た
た
め
、「
歌
詞
」
と
し
て
よ
り
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も
、「
詩
」
と
し
て
の
要
素
が
強
か
っ
た(

2)

。
し
た
が
っ
て
「
童
謡
」
と
い

う
語
義
は
、
曲
の
付
け
ら
れ
た
歌
詞
か
ら
読
み
味
わ
う
た
め
の
児
童
自
由
詩

ま
で
、
広
い
範
囲
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
童
謡
」
に
関
し
て
思

い
描
く
像
は
各
童
謡
作
家
や
指
導
者
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
と
な
り
、
様
々

な
論
争
を
起
こ
す
引
き
金
と
な
っ
た
。 

一
方
、
現
在
的
な
視
点
か
ら
童
謡
を
評
価
す
る
場
合
、
歌
詞
に
着
眼
す
る

と「
詩
」と
し
て
の
価
値
を
は
か
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

例
え
ば
、
北
原
白
秋
・
西
條
八
十
・
野
口
雨
情
は
童
謡
隆
盛
期
に
三
巨
星
と

称
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
雨
情
の
作
品
は
、「
詩
的
価
値
は
低
い
」
と
言
い

切
ら
れ
て
い
る(

3)

。
し
か
し
他
方
で
雨
情
は
、「
日
本
で
一
番
よ
く
歌
わ
れ

て
来
た
童
謡
を
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
作
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
白
秋
、
八
十

と
並
ん
で
、
日
本
の
童
謡
の
三
人
の
元
祖
の
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
作
品
の
知
名
度
で
は
雨
情
が
一
等
だ
」
と
い
う
評
も
受
け
て
い
る(

4)

。

つ
ま
り
、
詩
的
価
値
、
し
か
も
現
在
支
持
さ
れ
て
い
る
観
点
か
ら
は
か
る
価

値
と
、
作
品
の
一
般
へ
の
浸
透
の
間
に
は
必
ず
し
も
相
関
関
係
が
あ
る
と
は

限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
雨
情
が
目
指
し
て
い
た
童
謡
は
、
作
品

の
詩
的
価
値
が
高
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
白
秋
や
八
十
の
目
指
し
た
も
の
と

同
じ
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
の
疑
問
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち

当
時
の
童
謡
作
家
の
童
謡
像
が
多
様
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
異
な
る
目
的
を
有

す
る
も
の
を
、
同
一
の
基
準
で
価
値
判
断
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
か
と
い
っ
て
、
乱
立
す
る
童
謡
像
を
す
べ
て
正
当
化
す

る
こ
と
も
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

し
た
が
っ
て
本
論
に
お
い
て
は
、
当
時
行
わ
れ
た
、
童
謡
を
め
ぐ
っ
て
の

論
争
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
理
由
は
、
論
争
の
当
事
者
間
の

双
方
の
言
い
分
に
、
各
々
の
主
張
が
表
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
更

に
一
方
の
ど
の
点
が
も
う
一
方
か
ら
み
て
批
判
の
対
象
と
な
る
の
か
を
探
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
論
の
絡
み
合
い
を
経
た
も
の
に
着
目
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恣
意
的
に
氾
濫
し
た
主
張
で
な
く
、
異
な
り
な
が
ら
も

関
わ
り
合
い
を
持
っ
た
像
を
押
さ
え
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。 

今
回
特
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
「
夕
焼
論
争
」
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
、

童
謡
の
価
値
を
め
ぐ
っ
て
雨
情
と
詩
人
の
横
瀬
夜
雨
の
間
に
起
こ
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
お
互
い
の
論
点
が
食
い
違
っ
て
い
た
た
め
に
、「
不
毛
」
な
も
の

と
さ
れ
て
来
た(

5)

。
し
か
し
、
確
か
に
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
点
か

ら
み
れ
ば
不
毛
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
別
の
面
か
ら
捉
え
る
と
、

相
容
れ
な
い
主
張
に
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く
童
謡
像
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
両
者
の
目
指
し
た
童
謡
像
と

そ
の
価
値
を
そ
の
ま
ま
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
雨
情
童

謡
の
価
値
の
内
容
が
明
ら
か
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
新
た
な
童
謡
評
価
の
基

準
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。 

方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
「
夕
焼
論
争
」
の
概
要
を
示
し
た
上
で
、
入
手
で

き
た
限
り
の
資
料
を
解
題
し
、
童
謡
論
・
童
謡
教
育
論
、
作
品
の
両
面
か
ら

双
方
の
主
張
・
お
互
い
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
第
二
章 

「
夕
焼
論
争
」
の
概
要 
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（
一
）「
夕
焼
論
争
」
関
係
人
物 

 
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
論
争
は
野
口
雨
情
と
横
瀬
夜
雨
の
間
で
起
こ
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
巻
く
地
元
の
小
学
校
教
師

等
も
含
め
て
の
論
争
で
あ
っ
た
。 

 

横
瀬
夜
雨
は
茨
城
在
住
の
詩
人
で
あ
り
、
直
接
に
童
謡
の
創
作
活
動
を
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
の
も
と
に
は
、
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
の

栗
原
真
平
（
結
城
郡
石
下
小
学
校
、
後
退
職
）・
羽
田
松
雄
（
結
城
郡
五
箇
小

学
校
）・
吉
田
三
郎
（
真
壁
郡
大
宝
小
学
校
、
後
真
壁
郡
若
柳
小
学
校
）・
佐

藤
博
（
結
城
郡
中
結
城
小
学
校
）
と
い
う
童
謡
教
育
に
熱
心
な
教
師
と
、
近

隣
の
子
ど
も
に
童
謡
指
導
を
す
る
中
学
生
・
中
山
省
三
郎
（
大
宝
地
域
）
が

集
い
、
彼
ら
の
活
動
を
通
し
て
夜
雨
は
理
論
的
な
支
柱
と
な
っ
て
行
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
夜
雨
は
北
原
白
秋
と
親
交
が
あ
り
、
詩
作
に
お
い
て
も
共
通
の

考
え
方
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
夜
雨
の
童
謡
観
も
必
然
的
に
白
秋

の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
門
下
生
の
栗

原
・
羽
田
・
吉
田
・
佐
藤
・
中
山
は
「
夕
焼
社
」
と
い
う
結
社
を
興
し
、
機

関
誌
『
夕
焼
』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
単
に
作
品
を
掲
載
し
た
も
の
で
は
な

く
、「
児
童
の
作
品
を
主
に
編
集
し
た
の
か
同
人
た
ち
が
童
謡
論
を
展
開
す
る

場
と
し
て
発
行
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
真
剣
で
、
し
か
も
か
な
り
の
ス

ペ
ー
ス
を
さ
い
て
童
謡
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
」
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る(

6)

。

中
に
は
夜
雨
に
よ
る
寄
稿
も
あ
り
、
論
争
の
発
端
と
な
っ
た
場
と
考
え
ら
れ

る
。『
夕
焼
』
と
論
争
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
章
に
詳
述
す
る
。 

 

一
方
の
雨
情
も
、
童
謡
の
普
及
に
力
を
注
い
で
お
り
、
茨
城
県
の
童
謡
揺

籃
校(

7)

・
真
壁
郡
若
柳
小
学
校
の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
。
雨
情

と
懇
意
に
し
て
い
た
当
校
の
教
師
・
粟
野
柳
太
郎
は
、「
我
が
茨
城
が
生
む
だ

偉
大
な
る
御
指
導
の
下
に
、
若
柳
校
は
大
正
九
年
四
月
よ
り
過
去
三
ヵ
年
の

間
全
校
一
致
し
て
童
謡
教
育
の
苦
し
い
体
験
と
成
績
を
着
々
と
他
に
先
ん
じ

て
挙
げ
て
来
ま
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る(

8)

。
童
謡
教
育
の
「
体
験
」
の
内

容
と
し
て
は
、
大
正
十
一
年
に
発
行
さ
れ
た
童
謡
集
『
蝙
蝠
の
唄
』(

9)

の
作

成
や
童
謡
祭
の
開
催
な
ど
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に

雨
情
側
で
は
詩
人
・
森
田
麦
の
秋
と
茨
城
県
視
学
・
清
水
恒
太
郎
が
論
を
展

開
し
た
。
雨
情
は
他
に
、
童
謡
擁
護
に
当
た
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
長
岡
襄
・

蔵
田
茂
夫
・
倉
田
彦
郎
・
宮
本
雅
由
・
大
越
親
・
藤
沼
四
郎
・
宇
佐
美
駿
ら

の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
が(

10)

、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
論
を
述
べ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
現
時
点
で
は
詳
ら
か
で

は
な
い
。 

 

（
二
）
論
争
の
経
過 

 

大
正
七
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
赤
い
鳥
』
は
、
北
原
白
秋
に
童
謡
欄
が
任
さ

れ
、
白
秋
を
始
め
と
し
た
童
謡
作
家
の
作
品
が
載
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一

般
か
ら
の
投
稿
作
品
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
数
年
の
う
ち
に
類
似
雑
誌
が

次
々
と
発
刊
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
童
謡
は
全
国
に
広
が
っ
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
夕
焼
論
争
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
茨
城
県
は
、
最

も
盛
ん
に
童
謡
を
取
り
入
れ
た
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。『
赤
い
鳥
』
へ
の
投

稿
作
品
の
数
を
、
童
謡
の
全
国
へ
の
広
が
り
、
ま
た
茨
城
へ
の
定
着
の
目
安

と
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
数
字
は
、
上
段
が
各
学
校
の
掲
載
さ

れ
た
数
、
下
段
は
そ
の
月
の
全
体
の
掲
載
作
品
数
。）(

11)

。 
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（
大
正
七
年 

七
月
号 

 

創
刊
） 

（
大
正
八
年 

一
月
号 

 

児
童
に
よ
る
童
謡
募
集
の
広
告
が
出
さ
れ
る
） 

（
大
正
八
年 

四
月
号 

 

児
童
に
よ
る
童
謡
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
る
） 

 

大
正
八
年 
九
月
号 

 

新
治
郡
土
浦
小
学
校 

 

一
点 

／ 

八
点 

 

大
正
九
年 
五
月
号 

 

久
慈
郡
太
田
小
学
校 

 

一
点 

／ 

一
五
点 

 
 
 
 

同 

八
月
号 

 

学
校
名
不
明 

 
 
 
 

一
点 

／ 

二
〇
点 

 
 
 
 

同
十
一
月
号 

 
久
慈
郡
太
田
小
学
校 

 

一
点 

／ 

二
一
点 

大
正
十
年 

六
月
号 

 
結
城
郡
石
下
小
学
校 

 

一
点 

／ 

四
五
点 

 
 
 

同 

七
月
号 

 

結
城
郡
石
下
小
学
校 

 

一
点 

／ 

四
一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

一
点 

 

 
 
 

同 

九
月
号 

 

結
城
郡
石
下
小
学
校 
 

一
点 

／ 

四
三
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 
 

二
点 

 
 
 

同 

十
月
号 

 

結
城
郡
水
海
道
小
学
校 
一
点 

／ 

四
二
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
城
郡
五
箇
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 

同
十
一
月
号 

 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

一
点 
／ 

四
一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
下
妻
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 

同
十
二
月
号 
 

結
城
郡
石
下
小
学
校 

 

一
点 

／ 

五
六
点 

大
正
十
一
年
一
月
号 
 

結
城
郡
五
箇
小
学
校 

 

二
点 

／ 

三
六
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校 

一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
城
郡
水
海
道
小
学
校 

一
点 

 
 
 

同 

二
月
号 

 

結
城
郡
五
箇
小
学
校 

 

一
点 

／ 

三
七
点 

 
 
 

同 

三
月
号 

 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校 

一
点 

／ 

三
五
点 

 
 
 

同 

四
月
号 

 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

一
点 

／ 

五
五
点 

 
 
 

同 

五
月
号 

 

（
児
童
作
品
欄
な
し
） 

 
 
 

同 

六
月
号 

 

結
城
郡
五
箇
小
学
校 

 

一
点 

／ 

四
九
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校 

二
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
大
宝
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 

同 

七
月
号 

 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校 

五
点 

／ 

六
一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
大
宝
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 

同 

八
月
号 

 

結
城
郡
五
箇
小
学
校 

 

一
点 

／ 

六
七
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

二
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筑
波
郡
学
校
名
不
明 

 

一
点 

 
 
 

同 

九
月
号 

 

結
城
郡
石
下
小
学
校 

 

四
点 

／ 

七
一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
城
郡
五
箇
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校 

三
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
大
宝
小
学
校 

 

七
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

八
点 

 
 
 

同 

十
月
号 

 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校 

五
点 

／ 

七
二
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

二
点 

 
 
 

同
十
一
月
号 

 

真
壁
郡
大
宝
小
学
校 

 

六
点 

／ 

七
一
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
若
柳
小
学
校 

 

一
点 

 
 
 

同
十
二
月
号 

 

結
城
郡
中
結
城
小
学
校
二
〇
点 

／ 

七
〇
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
壁
郡
大
宝
小
学
校 

 

三
点 

 

以
上
か
ら
、
大
正
十
年
か
ら
投
稿
作
品
数
が
爆
発
的
に
増
え
、
茨
城
か
ら
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の
投
稿
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
数
の
多

い
学
校
名
を
み
る
と
、
大
半
が
前
述
の
夕
焼
社
同
人
、
ま
た
は
粟
野
柳
太
郎

が
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
い
ず
れ
も
茨
城
南
西
部
の
地
域
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
夕
焼
論
争
」
が
勃
発
し
た
の

は
大
正
十
一
年
で
あ
る
が
、
新
興
芸
術
で
あ
る
童
謡
が
一
応
一
部
の
先
駆
的

な
学
校
に
定
着
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
論
争
す
る
基
盤
も
整
っ
た
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
を
基
盤
と
し
、
雨
情
と
夜
雨
と
い
う
、
童
謡
に
関
す
る

実
践
的
な
活
動
を
し
て
い
る
教
師
と
関
わ
り
を
持
つ
詩
人
同
士
が
、
童
謡
の

質
や
指
導
の
仕
方
に
つ
い
て
衝
突
し
た
の
で
あ
る
。
主
張
を
公
開
す
る
場
は

同
人
誌
『
夕
焼
』、『
常
総
新
聞
』『
い
は
ら
き
』
な
ど
の
新
聞
、
論
文
雑
誌
『
茨

城
教
育
』
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
論
争
は
平
行
線
に
終
わ
り
決
着

は
つ
か
な
か
っ
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
論
点
が
ズ
レ
て
い
る
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
の
か
、
現
時
点
で
の
認
識
を
次
節
に
ま
と
め
て
み
る
。 

 

（
三
）
論
点
の
ズ
レ 

「
夕
焼
論
争
」
自
己
主
張
の
ぶ
つ
け
合
い
に
終
わ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
畑

中
や
石
塚
に
よ
っ
て
も
為
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
に
具
体
的
に
こ
の
こ
と
を

述
べ
た
の
は
、
論
争
当
初
か
ら
、
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
夕
焼
社
同
人
の

メ
ン
バ
ー
・
佐
藤
博
で
あ
る
。
彼
は
「
夜
雨
雨
情
両
氏
の
間
に
立
ち
て
」
に

お
い
て
、「
夜
雨
氏
は
童
謡
を
廣
義
に
と
り
て
、
兒
童
自
由
詩
の
方
ま
で
も
此

の
中
に
入
れ
て
を
り
、
又
雨
情
氏
は
歌
謡
の
一
分
類
と
し
て
の
童
謡
を
論
じ

て
を
」
り
、「
論
は
要
す
る
に
本
質
論
で
は
な
」
く
、「
小
學
校
に
は
い
づ
れ

を
取
入
る
ゝ
が
最
有
効
か
と
い
ふ
こ
と
」
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る(

12)

。
つ
ま
り
、
う
た
う
童
謡
と
読
み
味
わ
う
童
謡
と
の
違
い
が
論
点
の
ズ

レ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
夜
雨
は
童
謡
が
読
み
味

わ
う
「
自
由
詩
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
雨
情
は
童
謡
が
謡
う
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
の
論
争
は
「
自
由
詩
・
童

謡
詩
論
争
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
読
む
か
謡
う
か
の
違
い
の

指
摘
に
留
ま
る
考
察
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
論
者
は
考
え
る
。
そ
れ
は
表
面

に
表
れ
た
違
い
で
あ
っ
て
、
重
要
な
の
は
そ
の
根
拠
と
な
る
思
想
で
あ
る
。

夜
雨
も
雨
情
も
、
読
む
詩
と
謡
う
詩
を
別
個
に
認
め
た
上
で
片
方
を
支
持
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、「
童
謡
」
と
い
う
語
の
概
念
と
し
て
ど
ち
ら
か
片
方
を

よ
り
強
く
認
識
し
、
他
方
の
要
素
も
副
次
的
に
混
在
さ
せ
認
め
て
い
る
も
の

も
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
童
謡
に
お
い
て
、
読
み
味
わ
う
こ
と
あ

る
い
は
謡
う
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
考

え
て
い
た
の
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
論
点
の
ズ
レ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
争
を
『
新
い
ば
ら
き
』

紙
上
に
再
現
し
た
中
山
富
士
子
も
、
見
出
し
に
「
う
た
わ
れ
る
童
謡
を
（
雨

情
）
／
人
情
教
育
論
の
否
定
（
夜
雨
）」
と
示
し
て
お
り(

13)

、
佐
藤
の
着
目

点
に
加
え
、「
人
情
教
育
」
と
い
う
観
点
に
着
目
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
佐

藤
の
指
摘
と
併
せ
、
雨
情
が
人
情
・
感
情
教
育
の
た
め
に
謡
う
童
謡
を
用
い

た
こ
と
を
批
判
し
た
夜
雨
側
が
、
読
み
味
わ
う
詩
を
以
っ
て
ど
の
よ
う
な
教

育
を
目
指
し
た
の
か
を
探
る
手
掛
か
り
と
も
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
ズ
レ
た
論
点
が
、
何
を
基
調
に
主
張
さ
れ
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た
の
か
、ま
た
そ
れ
ら
は
お
互
い
を
潰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
立
な
の
か
、

関
連
し
合
い
両
立
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
確
か
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

以
下
、
実
際
の
資
料
に
当
た
り
、
そ
の
こ
と
を
検
討
し
て
行
く
。 

第
三
章 

入
手
資
料
解
題 

 （
一
）
資
料
一
覧 

こ
こ
で
は
、
論
者
が
入
手
で
き
た
限
り
の
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
を
試
み

イ

 

ロハ

 

ニホ

 

ヘトチリヌルヲ

  

粟
野
柳
太
郎 

 

野
口
雨
情 

横
瀬
夜
雨 

 

無
名
氏 

木
暮
三
郎 

（
中
山
省
三
郎
） 

栗
原
真
平 

中
山
省
三
郎 

栗
原
真
平 

中
山
省
三
郎 

吉
田
三
郎 

栗
原
真
平 

羽
田
松
雄 

 

論
者 

子
供
の
教
育
と
童
謡 

（
三
）（
四
）(

五) 

小
学
校
へ
童
謡
の
提
議 

馬
骨
人
言 

 

を
は
り
に 

交
錯 

 

小
話
二
つ
三
つ 

後
記 

火
を
投
げ
る 

後
記 

不
明 

不
明 

愚
象 

 

題
名 

い
は
ら
き 

 

い
は
ら
き 

夕
焼
四
号 

  
（
五
号
）

夕
焼
四
号 

夕
焼
（
五
号
）

 

夕
焼
六
号 

夕
焼
六
号 

夕
焼
七
号 

夕
焼
七
号 

夕
焼
八
号 

夕
焼 

夕
焼 

 

初
出 

い
は
ら
き
写
し

 

い
は
ら
き
写
し

新
い
ば
ら
き
／

茨
城
の
教
育
遺
産 

新
い
ば
ら
き 

茨
城
の
教
育
遺
産 

 
新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

 

出
典 

                 

ワ 

 

カ 

 

ヨ 

 

タレソツネ 

 
ナ 

 

ラ 

 

佐
藤
博 

 

野
口
雨
情 

 

横
瀬
夜
雨 

 

横
瀬
夜
雨 

横
瀬
夜
雨 

夕
焼
社
連
名 

佐
藤
博 

佐
藤
博 

 

（
よ
） 

（
吉
田
三
郎
）

佐
藤
博 

 

論
者 

童
謡
の
流
行
を
難
ず 

 

童
謡
教
育
と
其
の
本
質 

 

童
謡
の
わ
か
ら
な
い
人
々
へ

童
謡
に
就
い
て 

 

其
本
質
と
野
口
氏
の
態
度
批
判 

野
口
雨
情
と
私 

私
は
退
却
す
る 

「
夕
焼
」
の
宣
言 

は
し
が
き 

児
童
自
由
詩
主
義
者
と
し
て

 
 
 
 
 
 
 

あ
る
人
々
へ

夕
焼
社
夜
話 

 

夜
雨
雨
情
両
氏
の
間
に
立
ち
て

 
題
名 

茨
城
教
育 

（
七
・
一
五
号
） 

常
総
新
聞 

 

常
総
新
聞 

 

常
総
新
聞 

常
総
新
聞 

常
総
新
聞 

常
総
新
聞 

常
総
新
聞 

 

常
総
新
聞 

 

常
総
新
聞 

 

初
出 

茨
城
教
育 

 

新
い
ば
ら
き
／ 

茨
城
の
教
育
遺
産 

新
い
ば
ら
き
／ 

茨
城
の
教
育
遺
産 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

新
い
ば
ら
き 

 

茨
城
の
教
育
遺
産 

 

茨
城
の
教
育
遺
産 

出
典 
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た
。
前
述
の
よ
う
に
、
論
争
は
『
夕
焼
』『
常
総
新
聞
』『
い
は
ら
き
』『
茨
城

教
育
』
を
通
し
て
行
わ
れ
た
が
、『
茨
城
教
育
』
以
外
の
一
次
資
料
は
、
現
存

す
る
も
の
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
後
年
引
用
な
ど

さ
れ
た
も
の
を
拾
い
出
し
ま
と
め
た
の
が
、
前
頁
の
表
の
も
の
で
あ
る
。 

 

全
部
で
、
イ
〜
ラ
で
あ
る
が
、
イ
・
ロ
は
『
い
は
ら
き
』
に
ハ
〜
ヲ
は

『
夕
焼
』
に
、
カ
〜
ラ
は
『
常
総
新
聞
』
に
、
ワ
は
『
茨
城
教
育
』
に
載
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
典
は
最
下
段
に
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
イ
・
ロ
の

「
い
は
ら
き
写
し
」
と
い
う
の
は
、
新
聞
『
い
は
ら
き
』
の
記
事
を
そ
の
ま

ま
真
壁
町
史
編
さ
ん
委
員
会
が
原
稿
用
紙
に
写
し
と
り
保
存
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
ワ
の
「
茨
城
教
育
」
は
茨
城
県
教
育
会
に
よ
る
大
正
十
一
年
の
『
茨

城
教
育
』
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ハ
ホ
カ
ヨ
ナ
ラ
の
「
茨
城
の
教
育
遺
産
」
は
、

石
塚
哲
次
郎
に
よ
る
『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
の
中
の
引
用
部
分
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
他
の
『
新
い
ば
ら
き
』
は
新
聞
の
名
称
で
あ
り
、
夕
焼
社

同
人
の
一
人
で
あ
っ
た
、
中
山
省
三
郎
の
夫
人
・
中
山
富
士
子
と
大
村
隆
と

が
昭
和
四
十
三
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
連
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
に

は『
夕
焼
』の
号
数
や
論
文
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り
、

『
常
総
新
聞
』
に
至
っ
て
は
日
に
ち
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う

に
、
か
な
り
不
正
確
な
も
の
で
あ
る
が
、
各
論
者
の
主
張
は
読
み
取
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ロ
ハ
ホ
ワ
カ
ヨ
レ
ソ
ツ
は
、
欠
落
部
分
も
な
く

参
照
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。 

 

（
二
）
解
題 

 

イ
粟
野
柳
太
郎
「
子
供
の
教
育
と
童
謡
」（
三
）（
四
）（
五
）
は
、
大
正

十
一
年
一
月
十
八
・
十
九
・
二
十
日
の
新
聞
『
い
は
ら
き
』
の
三
面
に
連
載

さ
れ
た
、
実
際
研
究
の
報
告
で
あ
る
。
真
壁
町
史
編
さ
ん
委
員
会
に
よ
る
保

存
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
（
一
）（
二
）
は
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。（
三
）
は
、
児
童
が
創
作
し
た
童
謡
を
数
編
挙
げ
、
内
容

を
吟
味
し
、
道
徳
的
教
育
と
し
て
ど
の
よ
う
に
有
効
で
あ
る
の
か
を
説
い
て

い
る
。（
四
）
は
「
謡
う
」
と
い
う
こ
と
に
特
に
着
目
し
、
子
ど
も
が
謡
う
こ

と
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
謡
う
こ
と
が
「
各
自
の
思
想
感
情
の
自
然
の
発
露
」

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。（
五
）
は
、
子
ど
も
の
創
作
す
る
童
謡
が
、

大
人
が
子
ど
も
の
家
庭
の
生
活
・
個
性
・
感
情
等
を
知
る
た
め
に
有
効
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
童
謡
創
作
を
通
し
て
文
の
形
を
整
え
る
練

習
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
綴
方
に
お
い
て
も
要
を
得
た
文
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
る
。 

 

ロ
野
口
雨
情
「
小
学
校
へ
童
謡
の
提
議
」
は
、
大
正
十
一
年
二
月
八
日
の

新
聞
『
い
は
ら
き
』
二
面
に
載
せ
ら
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
子
ど

も
が
創
作
す
る
童
謡
で
は
な
く
、
大
人
が
子
ど
も
に
与
え
る
童
謡
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、雨
情
が
優
れ
た
作
品
だ
と
考
え
て
い
る
の
は
、

「
児
童
の
心
に
ぴ
っ
た
り
と
触
れ
る
も
の
」
で
、
児
童
が
「
直
覚
江
て
、
い

つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
歌
へ
」
る
も
の
、
逆
に
良
く
な
い
と
考
え
る
の
は
、「
児

童
の
心
に
触
れ
な
い
も
の
」
で
「
そ
の
時
限
り
で
再
び
自
発
的
に
歌
は
う
と

は
し
」
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

ハ
〜
ヲ
は
夕
焼
社
の
発
行
し
た
ガ
リ
版
刷
り
の
雑
誌
『
夕
焼
』
に
載
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
収
集
し
た
も
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
『
新
い
ば
ら

き
』
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
執
筆
者
で
あ
る
中
山
富
士
子
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と
大
村
隆
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
争
は
カ
『
常
総
新
聞
』
の
雨
情
の
公
開
状
に

始
ま
り
、『
夕
焼
』
に
お
け
る
夜
雨
の
ハ
「
馬
骨
人
言
」
は
一
旦
終
結
し
た

論
争
の
再
延
長
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
は

吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
昭
和
四
三
・
一
・
二
六
の
『
新
い
ば
ら
き
』

紙
上
に
は
、
論
争
の
説
明
と
し
て
「
童
謡
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
か
ら
野

口
雨
情
と
横
瀬
夜
雨
が
大
正
十
一
年
秋
に
『
常
総
新
聞
』
を
通
じ
て
行
っ
た

も
の
」
と
あ
る
一
方
で
、『
夕
焼
』
は
大
正
十
一
年
秋
以
前
に
ハ
を
掲
載
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
夕
焼
』は
現
存
す
る
も
の
が
殆
ど
な
く
、

い
つ
始
ま
っ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
茨
城

の
童
謡
運
動
に
関
す
る
資
料
を
発
掘
し
、
一
九
九
一
年
に
そ
れ
を
ま
と
め
て

『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
と
し
て
出
版
し
た
石
塚
哲
次
郎
も
、「『
夕
焼
』
第

一
号
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
」(
14)
と
述
べ
、「
大
正
十
年
の

九
月
か
十
月
頃
に
発
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
」(
15)
と
い
う
推
定
に
と
ど

め
て
い
る
。
し
か
し
、
石
塚
の
手
元
に
は
『
夕
焼
』
第
五
号
が
あ
り
、
そ
れ

は
「
一
九
二
二
年
五
月
十
五
日
」
と
書
か
れ
、
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て

い
る(

16)

。
ま
た
、
ワ
佐
藤
博
「
童
謡
の
流
行
を
難
ず
」
は
一
次
資
料
を
入
手

し
た
の
で
、
大
正
十
一
年
七
月
十
五
日
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
の
で
あ
る
が
、
雨
情
の
カ
「
童
謡
教
育
と
其
の
本
質
」
は
、「
世
間

に
は
、私
共
の
主
張
し
て
い
る『
童
謡
教
育
』に
反
対
し
て
い
る
人
が
あ
り
」、

そ
の
理
由
が
「
童
謡
は
一
時
の
流
行
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
で
あ
る
と
し
て
非

難
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
藤
の
ワ
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
村
隆
の
、
ハ
「
馬
骨

人
言
」
に
始
ま
る
夜
雨
の
論
が
、「
雨
情
と
の
論
争
（『
常
総
新
聞
』
に
お
け

る
も
の
＝
論
者
注
）
の
再
延
長
」
で
あ
る(

17)

と
い
う
見
解
は
誤
り
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
以
上
に
従
い
、
資
料
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
大
ま
か
に
は
表

の
通
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
常
総
新
聞
』
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
正
確
な
順
序
は
明
ら
か
で
な
い
。
尚
、
石
塚
の
手
元
の
『
夕
焼
』

五
号
に
ハ
「
馬
骨
人
言
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
村
の
記
述
で
は
こ
れ

が
『
夕
焼
』
四
号
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
石
塚
も

「
第
４
号
の
実
物
が
行
方
不
明
な
の
で
、
合
点
が
い
か
な
い
が
致
し
方
な

い
。」
と
述
べ
て
い
る(

18)

。
表
で
は
、
取
り
敢
え
ず
『
新
い
ば
ら
き
』
に
よ

る
号
数
を
記
し
、
石
塚
に
よ
る
も
の
は
括
弧
内
に
示
し
て
お
い
た
。 

 

ハ
横
瀬
夜
雨
「
馬
骨
人
言
」
は
、
大
正
十
一
年
五
月
十
五
日
発
行
と
さ
れ

る
『
夕
焼
』
四
号
（
五
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
私
は
、
野
口
君
の
よ
う

な
皮
肉
屋
に
は
な
れ
な
い
」
と
始
め
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雨
情
を
批

判
す
る
文
章
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
の
で
あ
る
が
、具
体
的
な
記
述
は
な
く
、

殆
ど
が
自
身
の
長
女
・
い
と
子
の
描
写
に
紙
面
が
割
か
れ
て
い
る
。石
塚
が
、

「
こ
の
文
章
を
夜
雨
が
書
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
『
蝙
蝠
の
唄
』
が
出
版
さ

れ
た
直
後
で
あ
ろ
う
。」
と
推
測
し
て
い
る
こ
と(

19)

、
冒
頭
に
「
若
し
私
が
、

野
口
雨
情
君
で
あ
っ
た
ら
、
大
宝
校
の
童
謡
に
、
天
下
一
品
の
折
紙
を
つ
け

て
ほ
め
た
た
え
た
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
雨
情
の
指
導
す
る
童
謡

と
門
下
生
の
指
導
す
る
童
謡
と
が
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る

不
満
を
示
し
た
論
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、『
新
い
ば
ら

き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
二
日
・
三
日
と
『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
か
ら
抜

粋
し
た
が
、
前
者
は
新
字
体
に
直
し
て
あ
り
、
所
々
欠
落
し
て
お
り
、
後
者

は
旧
字
体
の
ま
ま
、
す
べ
て
載
せ
ら
れ
て
い
た
。 
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ニ
「
を
は
り
に
」
は
『
夕
焼
』
四
号
（
五
号
）
の
あ
と
が
き
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
や
は
り
大
正
十
一
年
五
月
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
名
氏
と
い
う

匿
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
村
隆
は
吉
田
三
郎
と
推
定
し
て
い
る
。
内
容
は

詩
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
み
る
か
と
い

う
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
例
え
ば
「
子
供
が
さ
ん
さ
ん
と
ふ
り
そ
そ
ぐ
太

陽
の
光
を
あ
び
な
が
ら
、
土
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
。
車
の
と
お
っ
た
く
ぼ

み
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
の
で
そ
の
水
を
缶
詰
の
あ
き
缶
へ
い
れ
て
は
、
そ

の
土
の
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
い
っ
て
あ
け
る
。
そ
ん
な
時
だ
。
コ
ラ
コ

ラ
・
・
・
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
は
い
わ
な
い
で
く
れ
。」
と
い
う
記
述
が
み
ら

れ
る
。
大
村
は
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
「
子
供
た
ち
を
第
一
主
義
的
に
考
え

て
教
壇
に
立
っ
た
吉
田
三
郎
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
が(

20)

、
寧
ろ

根
拠
と
す
べ
き
な
の
は
右
の
よ
う
な
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
吉
田
は
雨
情
と
二
人
三
脚
で
童
謡
運
動
を
す
す
め
て
い

た
粟
野
柳
太
郎
の
い
る
若
柳
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
粟
野

に
反
対
し
て
、
中
山
省
三
郎
と
共
に
『
夕
焼
』
の
編
集
を
し
て
い
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
例
と
共
に
「『
お
れ
は
、
子
供
を
尊
重
し

て
い
る
』
な
ど
と
い
っ
て
い
て
、
そ
の
実
局
部
し
か
尊
重
し
て
い
な
い
の
み

な
ら
ず
、
い
い
加
減
な
こ
と
ば
か
り
い
っ
て
い
る
や
つ
ら
」
と
い
う
表
現
を

す
る
の
は
、
批
判
の
対
象
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
吉
田
三
郎
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
四

日
よ
り
抜
粋
。 

 

ホ
木
暮
三
郎
「
交
錯
」
は
、
石
塚
所
有
の
『
夕
焼
』
五
号
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
大
正
十
一
年
五
月
の
刊
で
あ
る
。
木
暮
三
郎
と
は
、
中

山
省
三
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
、
吉
田
三
郎
に
よ
っ
て
明
か
に
さ

れ
て
い
る(

21)

。
こ
れ
は
粟
野
柳
太
郎
の
論
文
「
伸
び
方
と
導
き
方
の
研
究
」

に
対
す
る
感
想
と
し
て
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
。
粟
野
の
も
の
は
現
存
し
て

い
る
も
の
が
見
付
か
ら
な
い
が
、
中
山
の
論
の
要
点
は
、
粟
野
の
指
導
の
下

に
子
ど
も
が
創
作
し
た
童
謡
に
悪
口
を
謡
っ
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
、

そ
れ
を
「
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
偉
大
視
さ
れ
て
ゐ
る
大
人
が
賞
讃
（
單
簡
な

共
鳴
に
よ
っ
て
）
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
も
う
、
下
劣
な
う
た
の
芽
生
は

で
き
」
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
童
謡
は
謡
う
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
肯
定

し
得
ま
す
が
、
そ
れ
か
と
い
っ
て
、
内
在
律
を
破
壊
し
て
外
律
へ
外
律
へ
と

走
る
傾
向
は
、
全
然
感
心
出
來
」
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。 

 

ヘ
栗
原
真
平
「
小
話
二
つ
三
つ
」
は
、『
夕
焼
』
六
号
の
も
の
で
あ
る
の

で
、
こ
の
雑
誌
が
毎
月
一
冊
ず
つ
発
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
七
月
に
公
開
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
容
は
、
県
当
局
か
ら
「
童

謡
に
関
す
る
件
」
と
い
う
御
布
令
が
出
さ
れ
、
県
を
あ
げ
て
の
童
謡
全
盛
時

代
に
な
っ
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
記
述
は

な
く
比
喩
表
現
ば
か
り
で
あ
る
が
、「
一
犬
虚
を
吼
え
、
万
犬
こ
れ
に
和
す
る

時
代
は
、
禍
い
な
る
哉
。
一
片
の
御
布
令
は
、
燃
え
つ
い
た
薪
に
油
を
添
え

る
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
よ
う
に
批
判
的
で
あ
る
。
県
視
学
の
清
水

恒
太
郎
を
始
め
、
一
連
の
雨
情
ら
へ
の
反
対
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
六
日
よ
り
抜
粋
。 

 

ト
中
山
省
三
郎
「
後
記
」
も
同
じ
く
『
夕
焼
』
六
号
で
、
七
月
ご
ろ
の
も

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
短
い
文
章
で
童
謡
に
関
し
て
は
触
れ

ら
れ
て
お
ら
ず
、「
教
育
＝
学
校
、
学
校
＝
建
築
物
」
と
い
う
考
え
方
は
教
育
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の
「
冒
涜
」
で
あ
り
、
教
育
者
に
も
罪
は
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
四
日
よ
り
抜
粋
。 

 

チ
栗
原
真
平
「
火
を
投
げ
る
」
は
、『
夕
焼
』
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
右
と
同
じ
よ
う
に
推
定
す
れ
ば
、
大
正
十
一
年
八
月
の
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
県
視
学
・
清
水
恒
太
郎
の
「
童
謡
研
究
の
前
に
」
と
い
う

論
文
に
対
す
る
意
見
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
清
水
の
論
文
の
現
物
は
見
付
か

っ
て
い
な
い
。
こ
の
中
で
栗
原
は
、「
県
庁
の
お
役
人
な
ど
に
ど
う
せ
物
分
り

の
い
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
、
こ
の
前
『
童
謡
に
関
す
る
件
』
と
い

う
御
布
令
が
出
た
と
き
は
タ
カ
を
く
く
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
長
篇
物
を

麗
々
と
書
き
続
け
ら
れ
た
根
気
よ
さ
に
は
、
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。」
と
、
清
水
に
対
し
一
応
の
評
価
は
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、「
わ
た

し
達
か
ら
見
れ
ば
氏
の
童
謡
観
は
全
然
『
子
供
』
を
離
れ
、『
詩
』
を
離
れ
た

も
の
で
、
ま
る
き
り
方
面
違
い
の
畑
を
荒
ら
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
か

思
わ
れ
な
い
。」
と
い
う
批
判
を
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
二
月
七
日
よ
り

抜
粋
。 

 

リ
中
山
省
三
郎
「
後
記
」
は
、『
夕
焼
』
七
号
の
も
の
で
あ
る
。
編
集
後

記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
ト
と
同
じ
よ
う
に
童
謡
に
触
れ
る
論
で
は

な
い
が
、
あ
る
教
育
者
が
夕
焼
社
を
指
し
て
「
北
原
西
条
讃
仰
、
野
口
撲
滅
」

と
い
う
表
現
を
し
た
こ
と
に
対
し
否
定
の
態
度
を
示
す
と
い
う
、
雨
情
側
を

批
判
し
続
け
て
い
る
夕
焼
社
と
し
て
は
興
味
深
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
中

山
は
「
私
た
ち
の
周
囲
に
、
か
く
ま
で
童
謡
を
盛
ん
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩

人
で
あ
る
野
口
さ
ん
を
、
私
た
ち
は
も
っ
と
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
大
村
は
、
中
山
は
雨
情
を
弁
護

し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
夕
焼
社
グ
ル
ー
プ
を
排
せ
き
す
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
県
当
局
が
た
く
み
に
『
雨
情
―
夜
雨
論
争
』
を
利
用
し
た
こ
と
へ
の
反
発

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が(

22)

、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。『
新
い
ば
ら

き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
七
日
よ
り
抜
粋
。 

 

ヌ
吉
田
三
郎
の
も
の
は
、『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
四
日
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、『
夕
焼
』
第
八
号
の
も
の
と
い
う
説
明
の

み
で
、
題
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
六
号
・
七
号
と
同
じ
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

大
正
十
一
年
九
月
発
行
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
短
い
文
の
中
に
、
童
謡
教

育
に
当
た
っ
て
は
、「
教
育
者
で
あ
る
前
に
、
詩
の
理
解
、
子
供
に
対
す
る
理

解
を
深
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ル
栗
原
真
平
は
、『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
七
日
か
ら
の
抜

粋
で
、
題
名
だ
け
で
は
な
く
『
夕
焼
』
何
号
の
も
の
で
あ
る
か
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
内
容
は
芸
術
論
で
あ
る
。
栗
原
は
、「
芸
術
が
単
に
人
間
の
感
情

の
み
に
へ
つ
ら
う
も
の
で
」
は
な
く
、
人
間
全
体
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ

り
、「
人
間
そ
の
も
の
を
し
て
、
さ
ら
に
意
志
に
お
い
て
も
、
よ
り
高
め
、
よ

り
深
め
、
よ
り
潜
め
、
よ
り
光
ら
し
め
、
よ
り
輝
か
し
め
、
よ
り
躍
ら
し
め

る
の
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
の
中
で
は
童
謡
が
「
享
楽
」
と
な
る
こ
と
を
否

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
県
視
学
・
清
水
恒
太
郎
を
名
指
し
で
批
判

し
て
い
る
。 

ヲ
羽
田
松
雄
は
、
題
名
は
「
愚
象
」
で
あ
る
が
、『
夕
焼
』
の
号
数
は
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
八
日
か
ら
の
抜
粋

で
あ
る
が
引
用
部
分
が
少
な
く
、
一
部
の
主
張
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、「
童
謡
は
詩
で
あ
る
」
と
芸
術
性
を
強
調
し
、
更
に
「
実
在
に
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ふ
れ
て
い
な
い
も
の
に
正
確
は
な
い
」
と
芸
術
と
し
て
の
童
謡
の
捉
え
方
が

具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

ワ
佐
藤
博
「
童
謡
の
流
行
を
難
ず
」
は
、
一
次
資
料
が
手
に
入
っ
た
唯
一

の
も
の
で
あ
り
、
茨
城
県
教
育
会
編
『
茨
城
教
育
』
大
正
十
一
年
七
月
十
五

日
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
内
容
は
、
題
目
か

ら
は
誤
解
を
招
き
易
い
が
、
童
謡
が
流
行
す
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
流
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
藝
術
界
の
一
分
野
に
立
つ
」
童
謡

観
か
ら
は
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
出
て
来
る
こ
と
を
憂
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
批
判
の
対
象
と
な
る
具
体
的
な
も
の
は
、
ひ
や
か
し
等
を
う
た

っ
た
も
の
、
観
照
が
表
皮
的
・
皮
相
的
で
あ
る
も
の
、
表
現
形
式
に
自
由
を

欠
い
て
い
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
一
方
佐
藤
は
「
唄
ふ
」
こ
と
を
「
本
能
的

欲
求
の
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
、
夕
焼
社
の
中
で
は
異
質
な
見
解
を
示
し
て

お
り
、
こ
の
考
え
方
が
ラ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

カ
野
口
雨
情
「
童
謡
教
育
と
其
の
本
質 

童
謡
の
わ
か
ら
な
い
人
々
へ
」

は
、
大
正
十
一
年
の
秋
、『
常
総
新
聞
』
を
論
争
に
巻
き
込
む
き
っ
か
け
と
な

っ
た
公
開
状
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
一
月
二

十
八
日
と
『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
双
方
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ハ
と
同
様
、

後
者
の
方
に
す
べ
て
正
確
な
形
で
遺
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ナ
ラ
も
含
め
て
、
い

つ
の
『
常
総
新
聞
』
の
記
事
と
な
っ
た
の
か
、
秋
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
こ

と
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
論
の
中
で
は
雨
情
は
、
自
分
の
主
張
に
反
対
す
る

勢
力
に
対
し
、
二
つ
の
点
に
絞
っ
て
更
な
る
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
目

は
現
時
点
で
の
童
謡
の
流
行
は
一
時
的
な
も
の
で
な
く
、
時
代
の
要
求
に
応

え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。「
童
謡
の
流
行
」
と
い
う
こ
と

か
ら
考
え
れ
ば
ワ
に
反
応
し
た
と
と
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
流
行
を
非
難
す

る
人
々
の
「
重
な
る
理
由
と
し
て
は
、
童
謡
は
一
時
の
流
行
に
す
ぎ
な
い
。

小
學
校
の
先
生
方
が
そ
の
流
行
の
尻
馬
に
乗
つ
て
騒
ぎ
廻
つ
て
何
ん
に
な
る

か
と
云
ふ
こ
と
に
あ
る
ら
し
く
思
は
れ
ま
す
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

佐
藤
の
主
張
を
曲
解
し
て
い
る
か
、
別
の
者
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
「『
童
謡
は
謡
ふ
と
云
ふ
こ
と
が

主
で
あ
つ
て
、
讀
む
と
云
ふ
こ
と
は
主
で
な
い
』
に
も
反
對
し
て
ゐ
る
人
」

に
対
す
る
反
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
反
対
者
の
こ
と
を
「
韻
文

と
散
文
の
區
別
の
解
ら
な
い
人
か
、
若
く
は
、
自
由
綴
り
方
と
童
謡
と
を
同

一
視
し
て
ゐ
る
人
な
の
で
あ
り
ま
せ
う
」
と
表
現
し
て
い
る
。
散
文
と
韻
文

が
異
な
る
こ
と
と
、
読
む
こ
と
を
重
ん
じ
る
か
歌
う
こ
と
を
重
ん
じ
る
か
と

い
う
こ
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
雨
情
が
童
謡
に
お
い
て
は
歌

う
こ
と
が
何
を
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

ヨ
横
瀬
夜
雨
「
童
謡
に
就
い
て 

其
本
質
と
野
口
氏
の
態
度
批
判
」
は
、

ハ
カ
と
同
様
に
『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
一
月
二
十
八
・
二
十
九
日
、

『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
の
双
方
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
方
が
正

確
に
再
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、「
野
口
氏
の
態
度
批
判
」
と
表
題
に
あ
る

よ
う
に
、「
童
謡
は
子
供
の
作
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
話
す
べ
き
も
の
で
も
な

く
大
人
の
胴
馬
聲
で
う
た
ふ
べ
き
も
の
で
も
な
い
」、「
田
舎
廻
り
に
日
も
是

足
ら
ず
、
衆
愚
と
伍
し
て
得
意
を
感
ず
る
前
に
な
ぜ
立
派
な
作
物
を
一
篇
で

も
多
く
出
さ
う
と
し
な
い
か
。」
と
述
べ
て
い
る
。
雨
情
は
「
童
謡
普
及
行
脚
」

と
称
し
て
各
地
を
講
演
し
て
回
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
れ
に
対
す
る
批
判
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
他
に
は
、
雨
情
自
身
の
作
品
が
「
あ
ま
り
に
多
く
く
り
か



現代社会文化研究 No.23 2002年 3月 

 (12)

へ
し
を
使
つ
て
内
容
の
貧
し
さ
を
覆
は
う
と
」
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
雨
情

側
に
つ
い
て
い
る
若
柳
小
学
校
の
粟
野
柳
太
郎
の
指
導
に
よ
る
作
品
は
「
お

前
達
の
ま
は
り
の
事
を
作
れ
と
い
つ
た
の
で
、
子
供
達
は
一
所
懸
命
に
親
爺

や
お
袋
を
槍
玉
に
擧
げ
て
結
局
そ
こ
ら
の
落
書
に
似
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
ろ

う
」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
門
下
生
・
佐
藤
博
の
指
導
に
よ

る
作
品
を
十
編
挙
げ
、
童
謡
教
育
は
言
葉
の
調
子
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、

「
一
切
の
拘
束
を
と
り
拂
ひ
、
す
べ
て
の
干
渉
を
さ
し
控
へ
て
、
白
紙
の
ま

ま
に
自
由
に
奔
放
に
、
自
在
に
、
無
礎
に
彼
等
を
し
て
天
の
聲
を
擧
げ
し
む

れ
ば
よ
い
。」
と
主
張
し
て
い
る
。 

タ
横
瀬
夜
雨
「
野
口
雨
情
と
私
」
は
『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
一

月
二
十
九
日
に
一
部
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
、「『
童
謡
は
謡
う
べ
き

も
の
で
あ
っ
て
綴
方
と
は
違
う
』く
ら
い
は
、劣
等
教
師
す
ら
知
っ
て
い
る
。」

な
ど
の
記
述
か
ら
、
カ
に
対
す
る
反
論
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
要
点
は
、

童
謡
は
謡
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
単
に
謡
わ
ん
が
た

め
に
、
内
容
の
貧
弱
を
被
う
た
め
に
、
下
等
な
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
の
が
い
け

な
い
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
カ
を
始
め
、
雨
情
が
一
貫
し
て
童

謡
が
「
謡
わ
れ
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
の
表

れ
で
あ
る
。 

レ
横
瀬
夜
雨
「
私
は
退
却
す
る
」
は
、
雨
情
と
の
論
争
か
ら
の
退
却
を
宣

言
す
る
文
で
あ
る
。
し
か
し
、「
旗
を
巻
く
前
に
、
責
任
上
な
お
言
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
事
が
あ
る
。」
と
し
て
最
後
の
雨
情
へ
の
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中

味
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
同
じ
で
、「
彼
等
に
韻
律
を
強
い
て
は
な
ら
ぬ
。
鳴

物
を
入
れ
さ
せ
る
な
。あ
い
の
手
を
禁
ぜ
よ
。」の
三
条
に
縮
約
さ
れ
て
い
る
。

言
葉
の
リ
ズ
ム
・
謡
う
こ
と
を
重
ん
じ
る
こ
と
へ
の
反
対
で
あ
る
。
ま
た
更

に
、
雨
情
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
童
謡
に
う
た
わ
れ
て
い
る
対
象
物
が
よ
く

観
察
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十

三
年
一
月
三
十
・
三
十
一
日
よ
り
抜
粋
。 

 

ソ
「『
夕
焼
』
の
宣
言
」
は
、
羽
田
松
雄
・
吉
田
三
郎
・
中
山
省
三
郎
・

栗
原
真
平
・
佐
藤
博
の
連
名
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
秋
の
『
常
総
新
聞
』
掲

載
の
も
の
で
、「
宣
言
」
で
あ
る
か
ら
、
当
紙
に
「
夕
焼
欄
」
が
設
け
ら
れ
た

際
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、 

「
詩
な
の
だ
。
童
謡
は
詩
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
だ
。
／
理
智
の
教
育
を

偏
し
て
徒
ら
に
感
情
教
育
と
の
み
い
う
人
び
と
に
は
私
た
ち
は
反
対
す
る
。

す
べ
て
の
人
間
の
も
つ
も
の
を
生
か
す
道
―
そ
こ
に
詩
の
教
育
は
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」と
い
う
と
こ
ろ
に
、夕
焼
社
の
基
本
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

以
後
、
こ
の
『
常
総
新
聞
』「
夕
焼
欄
」
を
舞
台
に
、
夕
焼
社
同
人
が
論
を
展

開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
一
日
よ
り
抜

粋
。 ツ

佐
藤
博
「
は
し
が
き
」
は
、
題
名
の
通
り
、『
常
総
新
聞
』
に
「
夕
焼

欄
」が
で
き
た
こ
と
に
関
し
て
の
感
謝
の
念
と
、抱
負
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三
年
二
月
一
日
よ
り
抜
粋
。 

ネ
佐
藤
博
「
児
童
自
由
詩
主
義
者
と
し
て 

あ
る
人
々
へ
」
は
ナ
ラ
と
共

に
『
常
総
新
聞
』「
夕
焼
欄
」
の
記
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
佐

藤
は
ワ
と
同
じ
く
「
う
た
う
こ
と
は
子
ど
も
の
本
能
的
欲
求
の
一
つ
だ
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
一
方
で
「
う
た
っ
て
も
い
い
の
で
、
う
た
わ
せ
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、
童
謡
そ
の
も
の
か
ら
少
し
離
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れ
、「
い
く
ら
筋
の
立
っ
た
論
で
も
、
大
家
の
背
景
が
な
い
と
、
弱
小
な
一
実

際
家
の
意
見
と
し
か
見
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、「
大
家
」
と
い
う
看

板
に
対
す
る
反
発
を
表
す
記
述
も
み
ら
れ
る
。『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
十
三

年
二
月
五
日
よ
り
抜
粋
。 

ナ
（
よ
）「
夕
焼
社
夜
話
」
の
（
よ
）
と
い
う
の
は
こ
の
文
に
付
さ
れ
た

署
名
で
あ
る
。
引
用
し
て
い
る
石
塚
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
夕
焼
社
の
メ

ン
バ
ー
で
こ
の
頭
文
字
を
持
つ
者
を
考
え
る
と
、
吉
田
三
郎
と
み
て
良
い
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
内
容
は
、
中
山
省
三
郎
が
『
夕
焼
』
を
お
こ
す
に
至
っ
た

い
き
さ
つ
で
あ
り
、
そ
れ
を
詳
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
初
め
か
ら

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
吉
田
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

ラ
佐
藤
博
「
夜
雨
雨
情
両
氏
の
間
に
立
ち
て
」
は
、
前
章
に
も
引
用
し
た

論
で
、
夜
雨
と
雨
情
の
論
点
の
ズ
レ
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
繰
り
返
す

な
ら
ば
、
夜
雨
は
「
童
謡
」
を
児
童
自
由
詩
も
含
め
た
広
義
に
と
り
、
雨
情

は
歌
謡
の
一
つ
を
指
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
読
み
味
わ
う

詩
と
謡
う
詩
と
の
違
い
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
、
ど
ち
ら
を
小
学
校
に
取
り

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
よ

り
抜
粋
。 

 

第
四
章 

童
謡
論
・
童
謡
教
育
論
を
通
し
て
の
検
討 

 

（
一
）
夜
雨
と
夕
焼
社
の
考
え
方 

前
章
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
第
二
章
（
一
）
に
指
摘
し
た
、
夜
雨
ら
に

及
ぼ
し
て
い
る
「
白
秋
の
影
響
」
が
よ
り
は
っ
き
り
す
る
。
白
秋
が
童
謡
に

対
す
る
時
に
重
視
し
て
い
た
も
の
は
「
観
照
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
童
謠
私
觀
」
の
中
で
白
秋
は
、「
童
謠
は
單
に
と
り
と
め
の
な
い
兒

童
の
美
し
い
幻
想
を
歌
ふ
の
み
で
あ
る
筈
は
な
い
。
時
に
よ
り
物
に
應
じ
て

實
相
の
觀
照
は
飽
迄
も
正
し
く
、
童
心
と
そ
の
感
覺
と
に
於
て
は
常
に
眞
純

素
朴
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、
次
の
よ
う
な
例
を
示
し
て
い
る
。「
竹
は

竹
で
あ
る
。
兒
童
も
か
く
の
ご
と
く
觀
、
成
人
も
か
く
の
ご
と
く
觀
る
。
兒

童
は
單
に
觀
る
。
而
も
直
覺
す
る
。
成
人
は
細
か
く
觀
る
。
而
も
深
く
内
外

に
徹
す
る
。
然
し
乍
ら
、
何
れ
も
竹
は
竹
と
し
て
觀
る
よ
り
外
は
な
い
の
で

あ
る
」(

23)

。
つ
ま
り
、
対
象
を
よ
く
見
る
こ
と
に
徹
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

前
章
で
取
り
上
げ
た
夜
雨
の
論
に
も
、
そ
の
姿
勢
が
強
く
表
れ
て
い
る
。

特
に
レ
で
は
、
実
際
の
作
品
を
用
い
て
主
張
を
展
開
し
て
い
る
が
、
雨
情
が

繰
り
返
し
な
ど
に
よ
り
言
葉
の
「
調
子
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
へ
の
反
論

に
加
え
、
雨
情
の
童
謡
が
対
象
物
を
確
実
に
捉
え
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し

て
い
る
。
例
え
ば
、 

「
猫
が
追
わ
れ
て
逃
げ
て
っ
た 

 

犬
は
ど
こ
ま
で
追
っ
て
っ
た 

 

郷
門
の
外
ま
で
追
っ
て
っ
た 

 
猫
は
お
屋
根
へ
あ
が
ち
ゃ
っ
た 

 
犬
は
下
か
ら
上
見
て
る 

 

猫
は
上
か
ら
下
見
て
る 

 

犬
は
ワ
ン
ワ
ン
と
吠
え
て
い
た 

 

猫
は
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
な
い
て
い
る 
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犬
も
猫
も
こ
ま
ち
ゃ
っ
た
」 

と
い
う
童
謡
に
対
し
、「
逃
げ
て
っ
た
も
の
な
ら
影
は
見
え
な
い
筈
だ
し
、
追

っ
て
っ
た
も
の
な
ら
、
目
前
に
い
る
筈
も
な
い
。
然
る
に
雨
情
君
は
時
間
も

場
所
も
無
視
し
て
、
上
見
て
る
、
下
見
て
る
と
い
っ
て
い
る
。」
と
い
う
批
評

を
加
え
て
い
る
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
夕
焼
社
に
し
て
も
、
ワ
や
ホ
で
「
観

照
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
佐
藤
・
中
山
を
始
め
、
他
の
メ

ン
バ
ー
も
類
似
す
る
表
現
を
用
い
（
ヲ
の
「
対
象
の
う
ち
の
実
在
に
融
合
す

る
こ
と
」、「
実
在
に
ふ
れ
」
る
こ
と
な
ど
）、
そ
れ
を
「
芸
術
」
と
捉
え
て
い

る
。 

 （
二
）
雨
情
と
粟
野
の
考
え
方 

 

夜
雨
ら
が
「
観
照
」
を
重
ん
じ
て
い
る
よ
う
に
、
雨
情
が
最
も
重
ん
じ
て

い
た
の
が
「
言
葉
の
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
カ
に
お
い
て
「
童
謡
は
謡
う
と
い
う
こ
と
が
主
で
あ
っ
て
、
読

む
と
い
う
こ
と
は
主
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
で
「
内
律
だ
け
が
童
謡
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」

と
あ
る
よ
う
に
雨
情
自
身
が
強
く
「
外
律
」
を
主
張
し
て
い
る
た
め
、
夜
雨

の
ヨ
の
よ
う
に
「
單
調
な
拍
子
」
と
、
唱
歌
と
並
べ
て
批
評
さ
れ
て
い
る
例

も
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
た
め
、
捕
捉
し
て
お
く
。
前
章
の
資
料

か
ら
は
離
れ
る
が
、
雨
情
は
自
身
の
童
謡
論
『
童
謡
十
講
』
の
「
韻
律
と
い

ふ
こ
と
」
と
い
う
項
目
の
中
で
、
七
五
調
は
「
最
も
快
く
軽
く
日
本
語
で
は

耳
に
響
」
く
が
、「
軽
快
で
あ
る
だ
け
に
、
用
ひ
方
に
よ
る
と
単
調
に
な
り
、

旧
来
あ
り
ふ
れ
た
唱
歌
と
何
の
変
り
も
な
い
こ
と
に
な
」る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
大
切
な
の
は
「
音
数
律
に
囚
は
れ
な
い
で
、
頭
か
ら
自
由
に
唄
ひ

か
か
る
」
こ
と
で
、「
内
容
と
調
子
の
合
致
」
が
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る(

24)

。
し
か
し
、
謡
う
た
め
に
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
夜
雨
側
の
批
判
の
核
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
も
う
一
つ
の
批
判
点
と
な
っ
て
い
た
雨
情
の
「
人
情
教
育
」
に
関

す
る
考
え
は
、
ロ
の
「
現
代
教
育
の
一
大
欠
点
で
あ
る
児
童
に
大
切
な
情
育

は
、
童
謡
に
よ
っ
て
初
め
て
立
派
に
補
は
れ
る
」
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い

る
。
こ
の
教
育
観
は
粟
野
の
イ
の
中
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
興
味
深

い
根
本
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
粟
野
は
イ
の
（
四
）
に
お
い
て

「
感
情
教
育
」、「
人
間
性
の
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ

は
夜
雨
ら
の
指
摘
す
る
「
人
情
教
育
」
の
類
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
内

容
と
し
て
粟
野
は
、
子
ど
も
が
童
謡
を
創
作
す
る
場
合
、「
各
自
の
思
想
感
情

の
自
然
の
発
露
の
儘
自
由
に
う
た
は
せ
る
こ
と
」
を
重
視
し
、「
大
人
の
好
い

加
減
な
考
へ
か
ら
圧
倒
蹂
躙
す
る
無
理
解
な
態
度
」
を
厳
し
く
非
難
し
て
い

る
。
一
方
で
、
大
人
が
子
ど
も
に
童
謡
を
与
え
る
場
合
、「
高
尚
な
歌
を
唄
へ

ば
高
潔
な
感
情
が
養
は
れ
品
性
が
高
め
ら
れ
る
」
と
し
、「
子
供
の
世
界
よ
り

俗
歌
の
駆
逐
」
を
唱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
人
が
創
作
し
子
ど
も
に
与
え

る
童
謡
と
、
子
ど
も
自
身
の
創
作
に
よ
る
童
謡
と
を
区
別
し
て
い
る
の
で
あ

る
。子
ど
も
の
創
作
に
は
、「
言
葉
の
リ
ズ
ム
」以
外
に
強
い
る
も
の
は
な
く
、

寧
ろ
大
人
の
感
情
を
付
加
す
る
こ
と
を
忌
避
し
て
い
る
が
、
大
人
の
創
作
す

る
も
の
は
、
大
人
の
考
え
で
良
い
も
の
を
与
え
、
子
ど
も
を
導
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
雨
情
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
論
争

の
中
の
論
で
は
な
い
が
、
前
述
の
『
童
謡
十
講
』
を
通
し
て
道
徳
的
で
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
子
ど
も
と
大
人

と
が
同
じ
観
照
態
度
で
創
作
に
臨
む
夜
雨
側
と
対
立
し
、
攻
撃
さ
れ
る
要
因

で
あ
っ
た
。 

 

次
に
、
こ
れ
ら
の
論
文
上
の
主
張
を
、
実
際
の
作
品
に
よ
っ
て
裏
付
け
る

べ
く
、
次
章
で
み
て
行
く
こ
と
と
す
る
。 

 

第
五
章 

作
品
と
そ
の
扱
い
を
通
し
て
の
検
討 

 

（
一
）
夜
雨
の
支
持
す
る
作
品 

 

畠
の
草 

 

白
い
草 

 

白
い
穂 

 

白
い
凪 

 
 

（
中
結
城 

山
田
藤
一
郎
） 

  

竹
の
て
っ
ぺ
ん
へ
留
ま
っ
た
蜻
蛉 

 

竹
の
先
が
曲
っ
た
の
で 

 

次
の
竹
へ
と
ま
っ
た 

 

竹
の
先
が
ま
た
曲
っ
た 

 

又
次
の
竹
へ
と
ま
っ
た 

 

数
え
る
よ
う
に
ど
の
竹
に
も 

 

と
ま
り
つ
つ 

 

う
れ
し
そ
う
に
飛
ん
で
い
る 

 
 

（
中
結
城 

山
田
藤
一
郎
） 

  

こ
れ
ら
は
、
夜
雨
が
レ
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
結

城
小
学
校
の
佐
藤
博
の
指
導
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
夜
雨
は
、

「
ま
る
で
絵
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
即
ち
静
的
で
あ
る
。
作
品
が
静

的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
創
作
す
る
態
度
が
静
止
し
た
状
態
で
あ
る

こ
と
も
分
か
る
。
情
景
を
じ
っ
く
り
と
写
し
と
る
た
め
に
、
少
し
の
時
間
が

必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
作
品
は
、
竹
の
所
に
蜻
蛉
が
来
た
場
面
に
遭

遇
し
、
す
ぐ
に
感
情
的
な
言
い
回
し
（
こ
こ
で
は
「
う
れ
し
そ
う
に
」）
に
走

る
の
で
な
く
、
竹
と
蜻
蛉
の
変
化
を
、
外
に
向
っ
て
表
現
し
人
に
伝
え
よ
う

と
い
う
よ
り
は
、
自
分
の
内
面
で
確
認
し
よ
う
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
前

者
の
作
品
も
、
ま
ず
畠
の
草
に
目
を
つ
け
、
そ
こ
か
ら
草
、
穂
と
細
か
い
視

点
に
移
っ
て
行
く
、
そ
し
て
最
後
に
ま
た
全
体
的
な
視
点
に
戻
り
、
白
い
こ

と
、
凪
い
で
い
る
こ
と
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
じ
っ
く
り
と
内
面
で
咀
嚼

し
て
言
葉
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

（
二
）
雨
情
の
支
持
す
る
作
品 

 
と
り
や
の 

お
じ
さ
ん 

死
ん
ぢ
や
つ
た 

し
な
び
つ
つ
ら
で 
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青
い
顔 

 
こ
れ
は
粟
野
の
指
導
に
よ
る
若
柳
小
学
校
の
児
童
の
作
品
で
あ
り
、
本
人

が
イ
の
（
三
）
に
用
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ヨ
で
も
批
判
の
対
象
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。双
方
の
言
い
分
を
こ
こ
に
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
夜
雨
は
、
ヨ
に
お
い
て
こ
れ
を
指
し
て
「
塀
な
ど
に
見
る
文
字
と
相
距

る
い
く
ば
く
ぞ
と
い
ひ
た
い
。」
と
述
べ
、
ホ
の
木
暮
三
郎
と
名
乗
る
中
山

も
、
は
っ
き
り
と
こ
の
歌
に
対
し
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
粟
野
指
導

の
作
品
を
指
し
て
、「
私
は
い
つ
で
し
た
か
子
供
た
ち
に
『
お
前
た
ち
は
惡
口

を
う
た
っ
た
り
、
で
た
ら
目
を
う
た
っ
た
り
し
て
そ
れ
が
す
ぐ
童
謡
だ
と
考

へ
る
な
』
と
い
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
る
雑
誌
に
悪
口
を
う
た
っ
た
の
が
の

っ
て
ゐ
た
か
ら
で
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
「
し
な
び
つ
つ
ら
」「
青

い
顔
」
な
ど
は
揶
揄
の
類
の
言
葉
と
と
ら
れ
て
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
す
る
粟
野
の
捉
え
方
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
こ
れ
は
こ

の
子
供
の
前
の
鳥
屋
の
お
ぢ
さ
ん
が
急
に
な
く
な
っ
た
時
に
、
こ
の
子
供
が

生
れ
て
始
め
て
人
間
の
死
顔
と
い
ふ
い
た
ま
し
い
現
実
を
見
て
突
差
的
に
痛

感
し
た
死
の
悲
哀
が
謡
と
な
っ
て
出
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
う
く
味
は
っ

て
見
る
と
決
し
て
大
人
達
が
い
ふ
可
哀
相
と
か
気
の
毒
と
か
い
ふ
様
な
義
理

一
辺
の
薄
ッ
ぺ
ら
な
も
の
で
な
く
、
実
に
大
人
に
は
云
ひ
得
な
い
程
の
深
刻

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
粟
野
指
導
の
作
品
は
、

即
時
的
に
出
た
言
葉
で
あ
る
印
象
を
受
け
る
。
決
し
て
観
照
し
て
青
い
顔
を

写
し
と
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
驚
き
の
表
象
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
夜
雨
側
の
支
持
す
る
作
品
の
よ
う
に
内
面
で
育
て
て
言
葉
に
す
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
の
で
な
く
、
感
じ
た
こ
と
を
す
ぐ
外
側
に
出
す
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
そ
の
意
味
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
論
者
の
見

解
を
示
す
。 

 

雨
情
の
童
謡
観
で
は
、
前
章
に
も
示
し
た
よ
う
に
，
大
人
の
作
る
童
謡
と

子
ど
も
の
作
る
童
謡
と
が
異
な
る
。
そ
れ
は
大
人
と
子
ど
も
に
区
別
を
設
け

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
重
要
な
の
は
作
品
が
そ
の
区
別
の
媒

体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
雨
情
と
粟
野
の
童
謡
は
子
ど
も
の
外
へ
の

表
出
で
、
そ
れ
を
大
人
が
理
解
す
る
た
め
に
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
一
方
大

人
が
子
ど
も
に
伝
え
た
い
道
徳
的
内
容
も
、
童
謡
を
通
し
て
子
ど
も
に
与
え

る
の
で
あ
る
。 

 

第
六
章 

童
謡
像
の
多
様
性
の
実
相 

  

本
章
で
は
、
第
四
章
・
第
五
章
の
検
討
を
基
に
、
従
来
の
指
摘
に
つ
い
て

再
考
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

こ
こ
で
今
一
度
確
認
す
る
が
、
佐
藤
博
な
ら
び
に
中
山
富
士
子
・
大
村
隆

に
よ
る
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
佐
籐
は
、「
夜
雨
氏
は
童
謡
を
廣
義

に
と
り
て
、
兒
童
自
由
詩
の
方
ま
で
も
此
の
中
に
入
れ
て
を
り
、
又
雨
情
氏

は
歌
謡
の
一
分
類
と
し
て
の
童
謡
を
論
じ
て
を
る
」
と
述
べ
、
中
山
富
士
子
・

大
村
隆
も
基
本
的
に
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
に
加
え
、
中
山
は
『
新
い
ば
ら
き
』
の
連
載
の
際
、「
う
た
わ
れ
る
童
謡
を

（
雨
情
）
／
人
情
教
育
論
の
否
定
（
夜
雨
）」
と
い
う
見
出
し
を
大
き
く
出
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
て
、
従
来
の
指
摘
に
違
う
こ
と
な
く
、
夜
雨
の
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「
読
み
味
わ
う
こ
と
」
と
雨
情
の
「
謡
う
こ
と
」
と
い
う
主
張
が
浮
き
上
が

る
が
、
も
う
一
つ
、
雨
情
の
「
人
情
教
育
」（「
感
情
教
育
」「
人
格
教
育
」）

に
関
し
て
も
、
夜
雨
ら
に
童
謡
観
の
相
違
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
ず
「
う
た
う
」
童
謡
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
雨
情
側
で
あ
る
粟
野

は
当
然
イ
に
お
い
て
「
謡
と
い
ふ
こ
と
は
、
人
間
の
本
能
で
あ
り
ま
た
強
い

欲
求
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
夜
雨
側
の
佐
藤
も
ワ
ネ

に
お
い
て
「
う
た
う
こ
と
は
子
ど
も
の
本
能
的
欲
求
の
一
つ
だ
」
と
一
致
す

る
見
解
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
佐
藤
に

し
て
も
ネ
に
あ
る
よ
う
に
、
飽
く
ま
で
「
読
み
味
わ
う
」
こ
と
を
下
敷
き
と

し
、
そ
こ
で
初
め
て
謡
わ
れ
て
も
よ
い
と
い
う
意
識
で
あ
る
た
め
、
雨
情
や

粟
野
の
「
謡
う
こ
と
が
主
、
読
む
こ
と
が
従
」
と
い
う
考
え
と
は
根
本
的
に

異
な
っ
て
い
る
。 

次
に
「
人
情
教
育
の
否
定
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
が
、
最
初
に
、
夜
雨

側
の
そ
れ
に
対
す
る
「
教
育
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
ソ
羽
田
・
吉
田
・
中
山
・
栗
原
・
佐
藤
連

名
の
『「
夕
焼
」
の
宣
言
』
に
着
目
す
る
と
、
次
の
言
葉
が
浮
か
び
上
が
る
。

「
感
情
教
育
の
た
め
、
人
情
教
育
の
た
め
な
ど
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
あ

ま
り
に
も
芸
術
教
育
の
使
命
は
け
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
」。
つ
ま
り
、
童

謡
の
文
芸
と
し
て
の
側
面
を
重
ん
じ
、「
芸
術
教
育
」
と
し
て
対
抗
さ
せ
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
雨
情
の
言
う
感
情
教
育
・
人
情
教
育
の
よ

う
な
視
点
が
夜
雨
側
に
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
彼
ら
も
ま
た
、

童
謡
の
芸
術
・
文
芸
と
し
て
の
重
要
性
を
、
人
間
を
高
め
る
と
い
う
大
前
提

の
下
に
据
え
て
い
た
の
で
あ
る
。端
的
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、

栗
原
が
ル
に
お
い
て
「
芸
術
は
人
間
生
活
、
人
間
世
界
、
人
間
全
体
を
対
象

と
す
る
。
そ
こ
で
は
意
志
も
、
理
性
も
、
感
情
も
、
徳
性
も
凡
て
渾
一
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
感
情
に
の
み
終
始
す
る
の
で
は
な
く
て
、
人
間
全
体
を
相

手
に
す
る
の
で
あ
る
。人
間
そ
の
も
の
を
し
て
、さ
ら
に
意
志
に
お
い
て
も
、

よ
り
高
め
、
よ
り
深
め
、
よ
り
潜
め
、
よ
り
光
ら
し
め
、
よ
り
輝
か
し
め
、

よ
り
躍
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
雨
情
と
夜
雨
の
童
謡
に
対
す
る
考

え
方
は
、
全
く
別
個
の
次
元
で
対
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
共
通
の
も
の

を
介
し
て
の
表
裏
の
関
係
を
呈
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。
両
者
は
、
人
間
を
高
め
る
べ
き
と
い
う
目
的
に
お
い
て
は
共
通
項
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
人
間
形
成
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
と
す
れ

ば
、
そ
れ
を
「
陶
冶
」
の
面
か
ら
み
た
の
が
夜
雨
側
、「
訓
育
」
の
面
か
ら
み

た
の
が
雨
情
側
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
夜
雨
側
の
方
は
詩

に
よ
っ
て
人
間
形
成
を
行
う
場
合
、
人
間
の
内
面
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
第
四
章
に
お
い
て
夜
雨
側
の
特
徴
で
あ
る
と
判
断
し
第
五
章
に
お

い
て
裏
付
け
た
「
観
照
」
態
度
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
ま
ず
対
象
物

を
じ
っ
と
観
る
こ
と
を
通
し
て
内
面
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
正
確
に
写
す
言

葉
を
練
り
出
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
引
き
換
え
雨
情
は
、
童
謡
を
媒
体
物

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
子
ど
も
が
創
作
す
る
童
謡
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
の

ス
ト
レ
ー
ト
な
表
出
で
あ
り
、
大
人
が
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
触
れ
る
。

ま
た
大
人
が
創
作
す
る
童
謡
は
、
子
ど
も
に
伝
え
た
い
道
徳
的
内
容
を
盛
り

込
み
、
子
ど
も
は
そ
れ
を
口
ず
さ
む
こ
と
で
理
解
す
る
。
言
わ
ば
雨
情
の
求

め
る
童
謡
は
、
子
ど
も
と
大
人
と
が
外
に
表
れ
た
作
品
を
通
し
て
接
触
す
る
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こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
大
人
と
子
ど
も
の
区
別
が
必

要
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
夜
雨
側
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
対
象
物
を

よ
く
見
て
そ
れ
を
言
葉
の
芸
術
に
す
る
と
い
う
同
等
の
姿
勢
で
、
人
間
の
内

面
で
考
え
深
ま
り
を
進
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
大
人
に
も
子
ど
も
に

も
同
一
の
観
照
態
度
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
両
者
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
白
秋
の
竹
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
区
別
の
代
わ
り
に
段
階
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
雨
情
と
夜
雨
と
の
間
に
は
確
か
に
求
め
る

童
謡
像
の
違
い
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
評
価
が
為
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
う
た
う
童
謡
を
読
み
味
わ
う
詩
の
立
場

か
ら
糾
弾
し
た
当
時
の
論
争
が
不
毛
に
終
わ
っ
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
現

在
に
お
い
て
一
本
化
さ
れ
た
価
値
基
準
か
ら
雨
情
の
作
品
を
「
詩
的
価
値
が

低
い
」
と
論
じ
る
こ
と
も
ま
た
不
毛
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
雨
情
の
描
い
た
童
謡
像
の
価
値
を
は
っ
き
り
と
検
討

し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
詩
と
は
、
ま
た
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
一
つ
の
詩
の
評
価
基
準
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
単
に
両
者
の
考
え
方
が
全
く
畑
違
い
の
も
の
と
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
本
研
究
の
成
果
で
あ
る
、
両
者
の
関
係
も
念
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
雨
情
と
夜
雨
と
の
見
解
の
違
い
は
、
全
く
異
な
る
土

壌
に
芽
を
出
し
た
状
態
な
の
で
は
な
く
、「
人
間
形
成
」
と
い
う
同
一
の
根
幹

か
ら
内
方
向
（
陶
冶
）
と
外
方
向
（
訓
育
）
に
分
か
れ
て
進
ん
だ
状
態
な
の

で
あ
る
。
ば
ら
ば
ら
の
像
が
散
在
す
る
の
で
な
く
、
お
互
い
の
帰
着
点
が
共

通
し
得
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
両
方
の
価
値
も
ま
た
並
立
す
る
と
認
め
る
こ

と
が
容
易
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

  

付
記 

引
用
文
中
の
漢
字
の
字
体
・
仮
名
遣
い
は
、
す
べ
て
資
料
そ
の
も
の

に
拠
っ
た
。 

 <

注> 

 (

1) 

桑
原
三
郎
編
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
第
十
巻
（
ほ
る
ぷ
出
版
・
一
九
七
八
）

五
一
五
・
五
一
六
頁
。「
創
刊
に
際
し
て
の
プ
リ
ン
ト
」
の
引
用
よ
り
。 

(

2) 

『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
詩
も
当
初
は
曲
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

(

3) 

『
児
童
文
学
辞
典
』
白
木
茂
他
編
（
東
京
堂
出
版
・
昭
和
四
五
）。 

(

4) 

阪
田
寛
夫
『
童
謡
で
て
こ
い
』（
河
出
書
房
・
昭
和
六
一
）
六
〇
頁
。 

(

5) 

畑
中
圭
一
『
童
謡
論
の
系
譜
』（
東
京
書
籍
・
一
九
九
〇
）
四
六
頁
。 

(

6) 

大
村
隆
「
自
由
詩
・
童
謡
詩
論
争
」(

『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
三
・

二
・
四)

三
面
。 

(

7) 

童
謡
を
先
駆
的
に
取
り
入
れ
る
活
動
を
し
て
い
た
学
校
。 

(

8) 

粟
野
柳
太
郎
「
童
謡
教
育
の
体
驗
」(

『
茨
城
教
育
』
大
正
一
二
・
一
一
・
一

号)

。 
(

9) 

『
蝙
蝠
の
唄
』（
米
倉
書
店
・
大
正
一
一
）。 

(

10) 

「
小
学
校
へ
童
謡
の
提
議
」(

『
い
は
ら
き
』
初
出) 

第
三
章
（
一
）
ロ
参
照
。 

(

11) 

『
赤
い
鳥
』
大
正
七
・
七
〜
大
正
一
一
・
一
二
を
調
査
。 

(

12)  

佐
藤
博
「
夜
雨
雨
情
両
氏
の
間
に
立
ち
て
」(

『
常
総
新
聞
』
初
出
・
石
塚

哲
次
郎
『
茨
城
の
教
育
遺
産
Ⅱ
』
筑
波
書
林
・
一
九
九
一)

八
八
・
八
九
頁
。 

(
13)  

『
新
い
ば
ら
き
』（
昭
和
四
三
・
一
・
二
八
）
三
面
。 

(
14) 
石
塚
・
前
掲
書
、
五
七
頁
。 

(

15) 
石
塚
・
前
掲
書
、
五
九
頁
。 

(

16) 
石
塚
・
前
掲
書
、
四
九
頁
。 

(

17) 

大
村
隆
「
自
由
詩
・
童
謡
詩
論
争
」(

『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
三
・
二
・
二)

三
面
。 

(

18) 

石
塚
・
前
掲
書
、
六
一
頁
。 
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(

19) 

石
塚
・
前
掲
書
、
六
三
頁
。 

(
20) 

大
村
隆
「
自
由
詩
・
童
謡
詩
論
争
」(

『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
三
・
二
・
四)

三
面
。 

(

21) 
石
塚
・
前
掲
書
、
五
三
頁
。 

(

22) 
大
村
「
自
由
詩
・
童
謡
詩
論
争
」(

『
新
い
ば
ら
き
』
昭
和
四
三
・
二
・
七)

三
面
。 

(

23) 

北
原
白
秋
「
童
謠
私
觀
」
大
正
一
二
年(

『
綠
の
觸
角
』
改
造
社
・
昭
和
四
年

所
収) 

三
八
・
三
九
頁
。  

(

24) 

野
口
雨
情
『
童
謡
十
講
』
大
正
一
二
年
、『
定
本
野
口
雨
情
』
第
七
巻
（
未
來

社
・
一
九
八
六
年
）
所
収
、
二
三
一
・
二
三
二
頁
。 

 

主
指
導
教
員
（
齋
藤
勉
教
授
）、
副
指
導
教
員
（
井
上
正
志
教
授
・
清
田
文
武
教
授
） 
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